
技能五輪 全国大会の報告 

  

 平成２８年１０月２１日～２４日に、第５４回技能五輪全国大会が山形県で行われまし

た。栃木県選手団として本校からは、環境設備科３年碇 尚也君、川合 健太郎君が配管

職種、建築デザイン科３年安藤 綾音さんが建築大工部門で参加しました。 

 配管職種の碇 尚也君が、県内の高校生として初めて敢闘賞を受賞しました。 

 来年度の技能五輪全国大会は、栃木県で開催されます。地元開催になりますので、一人

でも多くの選手が本校より出場できるように、皆様の応援をお願いいたします。 

次のページより、各種目の内容と生徒の感想等を載せましたので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配管職種 

平成２８年１０月２１日（金）～２４日（月）、山形県寒河江市「チェリーナさがえ」にお

いて、「第５４回技能五輪全国大会 配管職種」が行われました。本校からは、環境設備科

３年 碇 尚也君、川合 健太郎君が参加しました。銅・鋼・塩化ビニル管などを適切な

工具を用いて接合・配置をし、標準時間までに作品の製作を行います。配管職種だけでも

全国から５８名の選手が集まりました。また、会場の雰囲気も緊迫したものであり、大会

当日の朝、二人の様子は非常に緊張していました。競技中、アクシデントにも見舞われま

したが、両選手ともに約３か月の練習の成果を発揮することができました。大会の結果は、

碇 尚也君 が県内の高校生では初めてとなる敢闘賞を頂くことができました。 

大会を終えて２人は、「大変貴重な経験ができたと思います。この経験を活かして来年は表

彰台に登れるように頑張りたいと思います。」と話してくれました。 

今回、大会に参加するに当たり、材料の援助やたくさんの応援の言葉を頂くことにより、

二人は頑張ることができたと思います。大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



建築大工 

さる１０月２１日(金)から２４日（月）にかけて、山形県寒河江市市民体育館において、

『第５４回技能五輪全国大会 「建築大工」』が開催されました。「建築大工」では、各県

代表の８６名が集まり、高度な技術を競い合いました。本校からは、建築デザイン科３年

安藤綾音さんが、栃木県代表としては初の女子高校生として競技に参加しました。大会本

番前は、たいへん緊張していましたが、競技が開始されると、機敏な動きで順調に課題を

仕上げていきました。そして１１時間４５分ある競技時間を目一杯使い、最高の作品を仕

上げることができました。残念ながら入賞することはできませんでしたが、本職の大工で

さえ、最後まで完成させることができない出場者がいる中、時間内に完成させることがで

きたことは、事前の的確な指導ときびしい練習の成果が発揮された結果であります。本人

の感想では「競技前は、会場の雰囲気に圧倒されましたが、競技中はとにかく無心で作業

しました。時間内に完成してたいへん嬉しかったです。来年度からは建築関係の専門学校

への進学が内定しているので、来年も是非出場して入賞を狙いたいです」と大会中の気持

ちと次年度の栃木県大会に向けての意気込みを語ってくれました。 

    今後、次年度に栃木県で開催される本大会に向けて、安藤さんを見習らって後輩たち

が頑張ってくれることを期待してます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２８年１０月３日 下野新聞より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２８年１０月２５日 下野新聞より 

 


